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右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
ア
サ
ハ
ン
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
す
る
我
が
国
の
経
済
協
力
に
関
す
る
質
問
主 

意
書 昭

和
五
十
八
年
七
月
二
十
三
日 

衆 

議 

院 

議 

長 

福 

田 
 

一 

殿 

提 

出 

者 
 

井 

上 

一 

成 

 

一 

 



 

ま
た
、
本
件
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
の
た
め
設
立
さ
れ
た
日
本
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
合
弁
の
現
地
法
人
Ｐ
Ｔ
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
ア
サ
ハ
ン
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
が
、
日
本
輸
出
入
銀
行
な
ど
日
本
側
協
調
融
資
団
か
ら
融
資
さ
れ
た
借
入

当
初
本
件
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
所
要
資
金
総
額
二
千
五
百
億
円
で
実
施
す
べ
く
両
国
間
で
合
意
し
て
い
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
更
に
千
六
百
十
億
円
を
追
加
し
、
四
千
百
十
億
円
で
本
件
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
す
る
こ

と
が
、
昭
和
五
十
三
年
に
両
国
政
府
間
で
合
意
さ
れ
た
。 

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
ア
サ
ハ
ン
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
す
る
経
済
協
力
を
実
施
す
る
た
め
、
我
が
国
は
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
政
府
と
の
間
で
昭
和
五
十
一
年
八
月
に
、
二
百
六
十
二
億
五
千
万
円
の
円
借
款
供
与
に
関
す
る
交
換
公
文
を

締
結
し
た
。 

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
ア
サ
ハ
ン
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
す
る
我
が
国
の
経
済
協
力
に
関
す
る
質
問
主 

意
書 
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金
の
返
済
に
つ
い
て
、
融
資
返
済
開
始
を
昭
和
五
十
七
年
末
か
ら
二
年
間
延
長
す
る
な
ど
、
本
件
開
発
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
め
ぐ
る
経
済
協
力
に
つ
い
て
理
解
し
得
な
い
点
が
あ
る
。 

三 

当
初
本
件
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
協
力
に
参
加
の
意
向
を
示
し
て
い
た
米
国
の
ア
ル
コ
社
、
カ
イ
ザ
ー
社
の
両

社
が
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
基
本
協
定
書
調
印
の
時
点
で
参
加
を
断
念
し
て
い
る
。
こ
れ
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
プ
ロ 

 

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
の
政
治
的
配
慮
が
先
行
し
、
ア
ル
ミ
地
金
生
産
の
純
経
済
的
な
採
算
性
が
無
視
さ
れ
た
か
ら 

一 

ア
サ
ハ
ン
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
当
初
所
要
資
金
総
額
二
千
五
百
億
円
で
、
両
国
政
府
は
合
意
し
て
い
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
更
に
千
六
百
十
億
円
を
追
加
す
る
必
要
が
生
じ
た
理
由
と
そ
の
根
拠
並
び
に
そ
れ
を
認
め
ざ

る
を
得
な
い
事
情
は
何
か
。 

二 

当
初
策
定
の
本
件
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
要
す
る
総
事
業
費
二
千
五
百
億
円
の
内
訳
と
、
そ
の
後
千
六
百
十

億
円
追
加
に
よ
る
見
直
し
、
予
算
と
の
所
要
資
金
比
較
の
明
細
を
示
さ
れ
た
い
。 

よ
つ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

四 

 



 

四 

本
件
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
す
る
現
地
法
人
の
借
入
金
な
ど
を
含
め
る
と
、
所
要
資
金
の
九
〇
パ
ー
セ
ン

ト
近
く
が
日
本
側
支
出
で
実
施
す
る
こ
と
に
な
つ
て
い
る
。 

五 

単
に
ア
サ
ハ
ン
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
み
な
ら
ず
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
尿
素
肥
料
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
す
る
九
千

万
ド
ル
の
追
加
資
金
供
与
、
日
本
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
の
石
油
化
学
事
業
に
対
す
る

出
資
比
率
の
引
上
げ
に
よ
る
追
加
支
出
要
請
な
ど
、
我
が
国
の
公
的
援
助
資
金
を
あ
て
に
し
て
所
要
資
金
の
拡

大
を
求
め
、
我
が
国
は
政
治
的
配
慮
か
ら
援
助
増
額
に
踏
み
切
る
事
例
を
増
加
せ
し
め
て
い
る
。 

で
は
な
い
か
。 

今
回
借
入
金
の
返
済
開
始
時
期
を
五
十
七
年
末
か
ら
二
年
間
延
長
し
た
根
拠
並
び
に
延
長
を
認
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
事
由
は
何
か
。 

し
か
も
所
要
資
金
の
大
半
が
円
借
款
供
与
を
始
め
と
す
る
公
的
な
援
助
資
金
で
賄
わ
れ
て
い
る
が
、
現
地
法

人
の
借
入
金
の
返
済
条
件
は
ど
の
よ
う
に
な
つ
て
い
る
か
。 

五 

 



 

 

六 

我
が
国
の
こ
の
よ
う
な
経
済
協
力
政
策
の
進
め
方
自
体
に
ゆ
が
み
を
生
ぜ
し
め
る
お
そ
れ
は
な
い
か
。 

右
質
問
す
る
。 


